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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では「生活活動空間の分析」という地理学的手法を用いて、エスニシティの解明を行
い、エスニック集団成員の属性により生じる生活活動空間の差異や差異を生み出す制約を明ら
かにした。それとともに、行政や市民団体等が行う諸施策・サービスを、特に外国籍住民への
情報伝達という側面から検討し、外国籍住民を交えた情報伝達経路の再構築を行う契機づくり
としてのワークショップを、行政関連機関と連携し開催した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
In this study, ethnicities were elucidated by using a geographical technique 

referred to as “analysis of daily-life activity space” to show the differences in daily-life 
activity spaces arising from the attributes of the members of ethnic groups and the 
restrictions which give rise to the differences. 

  At the same time, the various measures and services carried out by governments 
and citizens’ organizations were considered in the aspect of, particularly, the 
conveyance of information to residents of foreign nationalities, and workshops were 
held in coordination with government-related organizations in order to provide 
occasions to rebuild channels of information conveyance which include residents of 
foreign nationalities. 
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１．研究開始当初の背景 

1990 年の「出入国管理及び難民認定法」（以
下「入管法」と略す）改正以降、日本におい
ても様々な学問分野で「エスニシティ」に関
する研究が増加した。本研究は地理学からの

「エスニシティ」に関わる研究である。地理
学分野におけるエスニシティ研究は、１）居
住空間といったすみわけに着目した研究（山
下 1984）、２）エスニック・コミュニティに
関する研究（杉浦 1998、1996、2001、2004）
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（山下 1979、1997）、３）エスニック集団／
成員の受入先地域社会における行動に関す
る研究（高井 2004）（福本 2002）、４）エス
ニシティを取り巻く社会構造に関する研究
（阿部 2003）などがある。エスニシティの
考察には、「すみわけ」などの居住空間の分
化をはじめとして、「空間」「地域」といった
地理学的概念が不可欠である。にもかかわら
ず、日本におけるエスニシティの地理学的研
究の蓄積は諸外国に比べ、まだ多いとは言え
ない。従来、他の学問分野における研究や理
論に依拠するところの多かったエスニシテ
ィの地理学的研究であるが、今後は「空間」
という側面を重視した研究を蓄積し、その独
自性を高めていく必要がある。そのような点
では、３）の研究における、生活活動空間の
分析という地理学的手法を用いてのエスニ
シティに関わる諸現象の解明は、エスニシテ
ィ研究の中で、地理学からの貢献が非常に期
待できる部分となっている。 

 

２．研究の目的 

本研究では「生活活動空間の分析」という
地理学的手法を用いて、エスニシティの解明
を行うことを目的とする。それとともに、そ
れらの分析結果を受入先地域社会における
情報伝達経路の再構築や地域日本人住民と
の接触・交流機会の創出の場づくりなどにも
応用し、よりよい多文化共生社会の構築に貢
献しようとするものである。 

国内の外国籍住民、とりわけ入管法以降増
加したブラジル人をはじめとするニューカ
マーが多く居住する各地域では、外国籍住民
の増加や家族滞在形態の増加に伴い、行政、
外郭団体、市民団体、ＮＰＯ、自治会等によ
る様々な外国籍住民向けのサービス・施策が
拡充されてきた。しかしながら、これら諸施
策・サービスや、その一環として提供される
外国籍住民向けの情報が、対象者である外国
籍住民になかなか届きにくいという「情報伝
達経路」に関する課題を抱える地域も多い。
受入先地域社会が提供する情報には、災害情
報や防災情報といった緊急かつ重大な情報
も含まれるため、情報を受け入れる側である
外国籍住民の生活活動空間や地域社会との
つながりを分析・解明した上で、適切な情報
伝達経路を至急構築していく必要がある。適
切な情報伝達経路の構築は、災害時の混乱を
最小限に抑えることができ、また外国籍住民
―日本人地域住民間との連携をも生み出し、
地域全体を通じた「防災力の向上」にも繋が
るというメリットを持つ。 

また、入管法改正後に急増したブラジル人
をはじめとしたニューカマーは、「市場媒介
型」の移動者が多く、また「労働」が滞日生
活の主目的となることが多いため、日常生活
では、地域住民との接触・交流機会がほとん

どないのが現状である。接触・交流機会の少
ないままでのエスニック集団の流入とその
定住化は、地域住民の間に摩擦や不安、ひい
ては偏見や差別を生じさせることもある。そ
の意味において、相互の理解を深めるための
接触や交流機会の創出も、受入先地域社会に
おける今後の大きな課題となる。 

日本では入管法改正以降、エスニシティに
関する研究が増加した。外国籍住民の増加に
伴う地域の変容、エスニック・コミュニティ
の様態といった事例研究は、社会科学の諸分
野において蓄積が進む。しかしながら、受入
先地域社会におけるエスニック集団成員の
生活活動空間の様相に関するデータはまだ
乏しい。これら生活活動空間に注目し、分析
を進めることは、エスニシティの地理学的研
究の意義を高めるという学術的な意義を持
つと同時に、外国籍住民と地域社会との接点
を見出し、地域における情報伝達経路の再構
築や地域住民との接触・交流の場の構築を可
能にし、受入先地域におけるエスニック・コ
ンフリクトの解消に寄与するという社会的
意義を持つと考えられる。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、研究の枠組みとして、以下の
３点を設定し、それぞれの枠組みのもとで、
調査を進めた。 
（１）エスニック集団の生活活動空間の調
査・分析 

静岡県浜松市に居住するブラジル人を対
象にした、生活活動日誌（平日・休日）とト
リップ調査のデータをもとに、ブラジル人の
生活活動空間の分析・考察を行った。 
 
（２）行政・市民団体等が行う諸施策・サー
ビスの調査と再検討 

入管法改正以降ブラジル人が増加した東
海地域を中心とした４地域（静岡県、長野県、
愛知県、三重県）を対象に聞き取り調査を行
った。 
 あわせて、全国の都道府県並びに関連団体
に対し、外国籍住民に向けた諸施策・サービ
スに関するアンケート調査（郵送）を行い、
外国籍住民に対する提供情報内容や情報提
供経路、現在の情報提供経路が持つ課題とい
う点から分析・考察を行った。 
 
（３）エスニック集団の防災に関する調査・
分析とその応用 

静岡県浜松市及び愛知県名古屋市、豊田市
で実施した、ブラジル人の防災意識に対する
アンケート調査の解析を行い、外国籍住民を
交えた有効な防災・災害情報の伝達経路・方
法を検証し、外国籍住民を交えた地域防災の
ありかたについて考察した。 
  



４．研究成果 
（１）エスニック集団の生活活動空間の調
査・分析 

静岡県浜松市におけるブラジル人の生活
活動空間の調査データをもとに、ブラジル人
の生活活動空間の分析を行い、ブラジル人の
持つ生活活動空間や受入先地域社会とのつ
ながりの様態の差異を検証し、外国籍住民の
生活活動空間を制約する要因について考察
した。その結果、性別や滞日期間、日本語能
力といった外国籍住民の個人的属性や、自家
用車の保持の有無、また彼らが持つ日本人と
のつながりの有無やそのつながりの様態な
どにより、差異が生じることが判明した。 

また同時に、エスニシティにかかわる諸現
象を分析していく際には、エスニック集団成
員の受入先地域社会における「同胞ネットワ
ーク」に属する時間やそのネットワークの空
間的広がりと、「受入先地域住民（日本人）
とのネットワーク」に属する時間やその空間
的広がりが明確に把握できる、生活活動空間
の分析という地理学的研究手法を適応・応用
することが、非常に有効であることが明らか
となった。 
 
（２）行政・市民団体等が行う諸施策・サー
ビスの調査と再検討 

入管法改正以降ブラジル人が増加した東
海地域を中心とした、静岡県、長野県、愛知
県、三重県を対象地域とし、それぞれの行
政・市民団体・ＮＰＯ・自治会などにより行
われている諸施策やサービスを調査し、特に
外国籍住民への情報の伝達という部分に着
目しつつ、それら諸施策やサービスがどのよ
うに有効に機能しているかを検証した。 
 また、これら外国籍住民が多く居住する地
域以外にも、全国の行政機関ならびに国際交
流関連団体へのアンケート調査を行い、それ
ぞれの地域における外国籍住民に対する情
報提供のあり方やその課題について検証・考
察を行った。 

その後（１）で行ったブラジル人の受入先
地域社会における生活活動空間の分析結果
をふまえ、ブラジル人の日常生活の中におけ
る受入先地域社会との接点を見出し、受入先
地域社会が外国籍住民に対し行う諸施策や
サービスのより有効な情報伝達経路を検討
した。その中では、現在多くの自治体並びに
関連諸機関で行われている、さまざまな生活
情報・防災情報をはじめとした情報の伝達経
路で多くみられる、各種情報を掲載した出版
物を関連機関の窓口に設置し外国籍住民が
自主的に取りに来るといった形態が、あまり
有効的に機能しておらず、今後は、外国籍住
民の属性や生活活動空間を把握した上で、受
入先地域におけるネットワークの接点を取
り込んだ情報提供経路の再構築を行う必要

性があることが明らかとなった。 
 
（３）エスニック集団の防災に関する調査・
分析とその応用 

本研究のおもな対象地域の一つである東
海地域では、東海・東南海地震を含む防災情
報や災害情報伝達経路などの緊急を要する
情報の伝達経路も考慮する必要がある。この
部分では、（１）（２）の分析で明らかにされ
るブラジル人と地域社会との関わりを把握
した上で、静岡県浜松市及び愛知県名古屋市、
豊田市で実施した、ブラジル人の防災意識に
対するアンケート調査の解析も同時に行い
つつ、対外国人向けの有効な防災・災害情報
の伝達経路・方法を考察した。 
 なお、災害情報の伝達経路を検討する際に
は、行政のみならず、企業、自治会、地域住
民といった幅広い分野との協力、大規模災害
の際に必要となる広域的な連携も不可欠で
ある。本研究では、国内の国際交流・協力団
体やＮＰＯとも連携を組みつつ、災害時や日
常生活における情報伝達経路の再構築を行
う契機づくりの一環として「外国籍住民を交
えた地域防災力の向上を考える」ワークショ
ップを開催した。 
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